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2016/11/9 がん政策サミット 

 

がん地域別データ集: アウトカム目標達成のために真に必要な施策を考える 

 

ここでご紹介する作業は、がん計画の政策循環（PDCA）のステップ※、 ①基礎データの収集（客観ﾃﾞｰﾀ

/生の声）、 ②課題の抽出、➂目標設定、④計画策定、➄計画の実行、⑥評価と見直し、の ①と② に該

当します。 第 3次計画策定を控えた今こそ、必要な作業ですので、やや難しい点もありますが、チャレン

ジしてみてください。 

 実際に作業する際には、データのみではなく、対象県のがん計画やがん予算などから、データの背景情

報も加味して検討しましょう。 (参考: http://cpsum.org/cancer_prefecture.php ) 

 エクセルが苦手な方は、ロジックモデルシートを座右におき、データ表を目視しながら、大事と思うデータ

を手書きで書き込み、そこにコメントを添えるだけでも、同様な作業ができます。 

※PDCAステップについての詳しくは、「誰にでもできる! 第 3次がん計画策定ガイドブック」
(http://cpsum.org/pdf/cplanguide1606.pdf)  4ページをご参照ください。 

 

手 順 

 

I. 必要なデータをデータワークシートの上にまとめます。 

 

1. ワークシートの場所を確認してください。 

 

 

 

 

 

これから、他表からフィルター機能を活用して地域のデータを抽出し、 

ワークシートのこの部分にコピー＆ペースト（コピペ）していきます 

次の Iの作業によってワークシートが完成したら、IIに移ってください（5ページ）。 

エクセルのフィルター機能、コピペ作業に詳しい方は、I-2以下の説明の通読は不要です。 

http://cpsum.org/pdf/cplanguide1606.pdf
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2. 都道府県情報をワークシートにコピーします。 

1) 都道府県表 E列 7行目のフィルターボタン「▽」をクリックします。 

「すべて選択」をクリックすると、全部の「■」が「□」になります。その後、調べたい県の□をク

リックしてチェックを入れます。そうすると、表には対象のデータだけが。（写真は愛媛県を選択し

ています。） 

  

 

2) 愛媛県が表示さている行番号 45にカーソルを合わせて右クリック > コピー 

 

↑愛媛県の行だけが表示されます 
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3) ワークシートに移動して、空白の一番上の行番号（ここでは 7） にカーソルを当て、 

右クリック > 貼り付け 

 

 

3. 二次医療圏情報をワークシートにコピーします。 

1) 二次医療圏表から、県内二次医療圏情報を抽出します。 

G列 7行目「都道府県名」にあるフィルターボタン▽をクリックし、すべて選択を外したのちに、

対象県にチェックを入れると、選択した県内の二次医療圏情報が表示されます。 

 

↑愛媛県内の二次医療圏情報の行だけが表示されます 
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2) 表示されている行番号をドラックして、行全体の色が変わったら、右クリック > コピー 

 

 

3) ワークシートに移動して、空白の一番上の行番号（ここでは 8） にカーソルを当て、 

右クリック > 貼り付け 

 

 

 これでデータワークシートに、都道府県情報と二次医療圏情報が入りました。引き続き、必要に応じ

て、市町村表、病院表からエクセルのフィルター機能を使って対象地域を選択、データ抽出、ワークシー

トにコピペの作業繰り返し、ワークシートを完成させます。 

↑選択された行の色が変わります 
↑セル番号をドラッグ 
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下記のような点に適宜注意して使いやすくしてください。 

エクセル機能のやり方がわからないときはウェブ検索するとすぐに親切な解説が見つかります。 

＊ データ量をあまり多くしたくない場合は、まず国・県・二次医療圏までの作業でいったんデータを検

討し、後で市区町村を閲覧したり追加するのも一手です。 

＊ あまり見る必要がない列は、「非表示」にしましょう。 

＊ スクロールしても見出し項目が見えるように「レイアウト > ウィンドウ枠の固定」機能を使ってみ

ましょう。 

＊ 列幅を調整したり、色付けをするなどして、見やすくしてみましょう。 

 

 

 

 

II. データワークシートの数字を、ロジックモデルに沿って診断していきます。 

 

1. ロジックモデルシートを用意します。 

  

http://cpsum.org/ccm > ロジックモデルシート 
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2. 次の手順に沿って、作業を進めます。 

 

 

Step 1-1 

死亡に関する指標データ（柱 1）から、県の状況の良し悪し、二次医療圏単位で特に目立ったことはない

か、などを指標の数字から確認します。気になった点を、ワークシート「死亡」枠近くにメモとして書き

込みます。 

Step 1-2 

罹患に関する指標データ（柱 2）と、生存に関する指標データ（柱 3）から、全国値と比較して、都道府

県や二次医療圏で、特に数字が悪いところがないかを確認します。気になった点を、ワークシート「罹患」

「生存」それぞれの枠近くにメモとして書き込みます 

Step 1-3 

前の作業で、生存に問題がありそうな場合、早期発見に関する指標データ（柱 4）と治療に関する指標デ

ータ（柱 5）から、全国値と比較して、都道府県や二次医療圏で、特に数字が悪いところがないかどうか

を確認します。気になった点を、ワークシート「早期発見」「治療」それぞれの枠の近くにメモとして書

き込みます 

Step-1-4 

死亡率削減のために、罹患・早期発見・治療のいずれの柱に注力すればよいかの仮説を立てます。複数に

なることもあります。 

 

★このステップのゴール 

「○○医療圏に問題がありそう」 「罹患 or早期発見 or治療に問題がありそう」と課題がある部分がど

こかの仮説を立てます。 
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Step 2-1 

早期発見対策の成果指標データ（柱 7）から、早期発見に関する課題は何か、気が付いたことをメモとし

て書き込みます。 

 

★このステップのゴール 

例:「要精検者の精検受診率に問題がありそう」など、施策の初期アウトカムに関する課題がどこにある

かを分析します。  



©特定非営利活動法人がん政策サミット                                   8 

 

Step 3-1 

Step2で課題となったことを解決するために何をしたらよいかを何かを考えます。 

 

★このステップのゴール 

「この県の○○がん死亡率削減のためには、○○をする必要がある」のように、具体的に何をしたら効果

的かを考えます。 

 

 

ロジックモデル活用のメリット 
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3. 出来上がったロジックモデルシートのイメージです。 

 

このように、シートの右から気づいた点のメモ内容に沿って、左に作業をしていくと、この部位のがん

死亡率を削減するためには、どの分野対策を優先すべきかが見えてきます。その流れを赤枠で囲ってみ

てください。お示しした図は、早期発見分野に赤枠をつけた例ですが、この枠が複数になることもあり得

ます 

 

 

III. これまでの分析結果を、計画として組み直す 

 

 

どの対策を優先的に取り組むか

の分析ができたら、ロジックモ

デルを回転させてみましょう。 

そうすることで、典型的な計画

文の構成になり、書くべき内容

が見えてくることが期待できま

す。 

 がんの部位別対策の計画にな

るほか、既存の対策分野の必要

施策（この図の例では「△△がん

の早期発見分野」）としても見え

てきます。 


